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秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
金
剛
輪
寺
を
は
じ
め

湖
東
三
山
に
は
多
く
の
観
光
客
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
近
年
旅
行
会

社
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
主
体
と

し
た
健
康
志
向
の
企
画
旅
行
が
計

画
さ
れ
、
中
高
年
層
に
は
た
い
へ

ん
人
気
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
湖

東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う
を
拠
点
に

金
剛
輪
寺
を
経
由
し
、
山
比
古
湧

水
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

設
置
を
要
望
す
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
秦
川
山
生
産
森
林
組
合
に
協

力
を
お
願
い
し
遊
歩
道
等
の
整
備

を
行
い
、
来
春
の
開
通
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
自
然
を
生
か
し
た
観
光
客

誘
致
も
重
要
で
、
山
の
美
化
に
も

つ
な
が
り
猿
被
害
も
少
な
く
な
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
今
後
利
用

者
が
増
え
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
ル

ー
ト
に
広
げ
ら
れ
る
と
い
う
可
能

性
も
出
て
く
る
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
を
尋
ね
る
。

　

愛
荘
町
の
東
部
地
域
に
は
、
自

然
を
満
喫
で
き
る
環
境
が
多
く
、

　

新
た
な
コ
ー
ス
設
置
に
関
し
、

ま
ず
は
秦
川
山
生
産
森
林
組
合
と

相
談
し
、
現
場
確
認
を
し
た
い
と

思
う
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
観
点
か
ら

（
町
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

問答

答

遊
歩
道
の
設
置
・
整
備
に

つ
い
て

行楽シーズンに向けた遊歩道の
設置・整備を行ってはどうか

Q

遊歩道設置・整備に
　ついて

関係者と相談していきたいA 澤田　源宏 議員

宇曽川ダム上流の山比古湧水

ハイキングコースの拠点として期待される湖東三山館あいしょう
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小
学
生
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

愛
荘
町
管
内
の

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

当
町
は
平
成
18
年
に｢

愛

荘
町
安
心
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
条
例｣

が
施
行
さ
れ
、
そ

れ
だ
け
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
伺
え
る
。
７
月
５
日
の
西
日

本
豪
雨
で
は
当
町
も
早
く
か
ら
自

主
避
難
所
を
開
設
さ
れ
、
午
後
８

時
30
分
に
は
避
難
情
報
も
発
令
さ

れ
た
。

　
私
も
午
後
９
時
半
頃
に
愛
の
郷

と
愛
知
川
中
央
公
民
館
の
避
難
所

に
車
で
状
況
把
握
に
向
か
い
、
そ

の
道
中
は
恐
怖
を
感
じ
る
程
の
雨

で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
住

民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
安
全
に
避

難
出
来
る
事
を
考
慮
し
て
の
時
間

帯
選
び
や
移
動
方
法
な
ど
、
ど
の

様
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
避
難
情
報
の
出
し
方
も
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
表
現
や
指
示

の
出
し
方
な
ど
は
無
い
か
を
考

え
、
町
民
の
大
切
な
命
と
財
産
を

守
る
事
が
行
政
の
使
命
で
あ
る
と

肝
に
銘
じ
、
防
災
意
識
の
高
揚
と

防
災
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ほ
し

い
。

６
月
の
大
阪
府
北
部
地
震

で
は
甚
大
な
被
害
が
出
て

高
槻
市
で
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

歩
き
登
校
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
死
亡
さ
れ
る

な
ど
悲
惨
な
事
故
が
起
き
た
。

　
当
町
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策

は
万
全
か
。

町
内
の
交
通
事
故
は
毎
年

６
０
０
件
強
の
事
故
が
起

こ
っ
て
お
り
、
所
管
警
察
の
な
お

一
層
の
交
通
指
導
を
お
願
い
し
た

い
。

　
ま
た
旧
愛
知
川
警
察
署
の
交
差

点
に
信
号
機
の
設
置
を
要
望
す

る
。

　

町
教
育
委
員
会
か
ら
各
小
中
学

校･

幼
稚
園
に
対
し
て
、
地
震
発

生
時
に
は｢

上
か
ら
も
の
が
落
ち

な
い
場
所｣

｢

横
か
ら
も
の
が
倒

れ
な
い
場
所｣

「
も
の
が
移
動
し

て
こ
な
い
場
所
」
に
す
ば
や
く
身

を
寄
せ
、
頭
部
を
守
り
姿
勢
を
低

く
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
自
ら
が

　

既
設
信
号
か
ら
要
望
交
差
点
ま

で
の
距
離
は
１
１
０
㍍
で
あ
る
こ

と
か
ら
信
号
機
の
設
置
は
不
可
能

で
あ
る
。

　

自
主
避
難
所
の
早
期
の
開
設
や

（
教
育
振
興
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

問

問

問

答

答

答

森野　隆 議員

災害時の危機管理対策についてQ

愛荘町の安全対策に
　ついて

自治会と連携を強化し防災力の更なる
　充実をはかる

A

台風21号で大量に出た台風災害ゴミ

災
害
時
の危

機
管
理
対
策
は

ハ
イ
キ
ン
グ
で
自
然
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
に
も

つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
当
面
は
、
現
状
の
道
路

や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
案
内

し
、
愛
荘
町
の
発
信
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

は
、「
林
道
等
に
あ
ま
り
人
の
出

入
り
が
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
も

聞
く
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
々
と

も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

指
標
に
よ
り
１
５
０
㍍
以
上

離
れ
て
い
な
い
と
設
置
は
認

め
ら
れ
な
い

判
断
し
て
安
全
を
確
保
す
る
よ
う

指
導
し
、
通
学
路
に
お
い
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
屋
根
瓦
、
自
動

販
売
機
、
ガ
ラ
ス
、
外
壁
、
電
線

等
の
落
下
物
や
転
倒
物
等
に
注
意

し
通
学
路
の
安
全
確
認
を
依
頼
し

た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
愛
荘
町
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

避
難
情
報
の
発
令
を
出
来
る
だ

け
、
住
民
が
よ
り
安
全
に
避
難
出

来
る
こ
と
を
考
慮
し
、
日
中
明
る

い
時
間
と
し
、
遅
く
と
も
就
寝
す

る
前
の
時
間
帯
に
発
令
す
る
こ
と

と
す
る
。
引
き
続
き
住
民
の
方
々

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が｢

自
分
の

身
は
自
分
で
守
る｣

意
識
の
醸
成

と
啓
発
、
地
域
に
お
け
る
防
災
滅

災
に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の
機
運

を
高
め
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援
を

含
め
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
更

な
る
充
実
や
支
援
を
お
こ
な
う
な

ど
行
政
と
自
治
会
が
連
携
強
化

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
避
難
指
示
の
言
葉
や
表
現

も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
外
出
す

る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
建
物

の
２
階
に
移
動
し
て
下
さ
い
と
具

体
的
な
内
容
と
す
る
。

　

そ
の
方
法
も
防
災
行
政
無
線
や

メ
ー
ル
配
信
、
デ
ー
タ
放
送
で
の

視
聴
等
を
用
い
啓
発
を
行
う
。


